
本件のお問い合わせは、中日新聞広告局 営業推進部 電話052-221-0692(2019/12/20)

11月30日は「人生会議」（＝アドバンス・ケア・プランニング）の日

専門医の解説により、聞きなれない言葉をわかりやすく発信
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人生の最終段階における治療やケアについて、本人の意思を尊重した選択ができるよう本人、家族、医

療者などが話し合うプロセスであるACP（アドバンス・ケア・プランニング）が、近年医療・介護の現場

で重要性を認識されている。

昨年11月にACPの愛称として「人生会議」という言葉が選定され、11月30日がACPについて話し合うこ

とを推奨する「人生会議の日」とされて以来、各自治体や医師会などによるセミナーが数多く開催される

など注目度が高まっている。しかし、一般市民における認知度はまだ低いことが課題となっていた。

国立長寿医療研究センターの西

川先生に協力を仰ぎ、11月30日

付の中日新聞市民版で、読者に向

けてACPを知ってもらうきっかけ

となる紙面を計画。 ACPとは何

か、望んだ最期を迎えるためには

何をしておけば良いのか、話のき

っかけとなる「もしバナゲーム」

の活用法などについて発信した。

また、ACPに理解の深い医療機関

を愛知県内で募集し、五つの病院

から出稿をいただいた。さらに、

紙面と連動して読者向けサイト

「中日新聞プラス」にて感想を募

るアンケートを実施し、2,383件

の応募と数多くの反響を得ること

ができた。

名古屋本社広告三部安藤香

中日新聞プラスを通じて、読者から
さまざまな感想が寄せられました

今は夫婦共に元気だが、ACPや「もしバ
ナ」は大事なことと思った（79歳・男性）

人生をどう終えるかを自分だけでなく、周
りと共有しておく事が大切だとわかった
（64歳・女性）

少しずつでも、親や子どもと話し合っておく
べきだと考えさせられた（58歳・男性）

親は嫌がるけど、話せるタイミングでどうし
たいのかを聞いてみたい（46歳・女性）

※アンケートより抜粋
※上記、回答者の居住地は全て名古屋市国立長寿医療研究センター 西川満則医師の協力を得て、ACPについてわかりやすく発信しました

▲11月30日付中日新聞朝刊 市民版


